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「

第 164 号
2018( 平成 30）年 3 月 31 日

◇教区会・実践運動報告　

◇唱読法変更について

◇僧侶研修会

◇ルポーＦＭ放送に寄せられる声

◇投稿ー「備龍会」

◇活動情報＆インフォメーション

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

　▼ 2 月 20 日に開催された僧侶研修会
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定
期
宗
会
よ
り

　

先
般
開
催
さ
れ
た
第
三
百
十
三
回
定

期
宗
会
に
お
い
て
、次
年
度
か
ら
の「
御

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践

運
動
）総
合
基
本
計
画
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
審
議
可
決
に
よ
り
、
正
式
に
策

定
さ
れ
た
。

　

総
合
基
本
計
画
は
、
ご
親
教
「
念
仏

者
の
生
き
方
」
の
お
心
を
体
し
た
内
容

に
改
定
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
通
り
「
結
ぶ
絆
か
ら
、
広

が
る
ご
縁
へ
」
を
踏
襲
す
る
。
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
宗

門
全
体
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践

目
標
と
し
て
「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て

～Dāna for W
orld Peace

～　

子

ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に
」
と
定
め
ら

れ
、
宗
門
全
体
で
一
体
感
を
も
っ
て
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
教
区
、

組
に
お
い
て
も
宗
門
の
掲
げ
る
実
践
目

標
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、

現
場
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

様
々
で
あ
り
、
教
区
、
組
に
お
い
て
は

こ
れ
ま
で
通
り
独
自
の
実
践
目
標
を
設

定
し
、
宗
門
全
体
の
実
践
目
標
と
併
せ

て
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
と
な

　

３
月
16
日
（
金
）、
備
後

教
堂
に
て
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
度
定
期
教
区
会
（
常

光
和
信
教
区
会
議
長
）
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
度
は
財
務

議
決
議
案
と
し
て
平
成
30
年

度
備
後
教
区
各
種
会
計
歳
計

予
算
案
、
及
び
平
成
29
年
度

備
後
教
区
各
種
会
計
予
算
補

正
案
の
９
件
、
法
規
議
案
と

し
て
備
後
教
区
賦
課
基
準
規

則
の
一
部
を
変
更
す
る
区
令

案
、
並
び
に
備
後
教
区
災
害

対
策
規
程
の
一
部
を
変
更
す

る
区
令
案
の
２
件
が
上
程
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

　

平
成
30
年
度
備
後
教
区

一
般
会
計
予
算
は
６
７
，

６
０
０
，
０
０
０
円
と
な
っ

た
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）

　

※
平
成
30
年
度
各
種
会
計

歳
計
予
算
書
、
並
び
に
変
更

後
の
備
後
教
区
賦
課
基
準
規

則
及
び
備
後
教
区
災
害
対
策

規
則
に
つ
い
て
は
別
紙
参
照

教区賦課金, 
36,390,000繰越金, 16,000,000

宗派交付金, 
11,800,000

雑収入, 1,990,000

願記手数料, 
1,400,000

回金, 20,000

平成30年度 備後教区一般会計 歳入

教区賦課金 繰越金 宗派交付金 雑収入 願記手数料 回金

教務所費, 
39,490,000教区事業費, 

11,550,000

予備費, 6,090,000

回金, 5,900,000

奨励費, 2,920,000

会議費, 1,620,000 宗会議員選挙管理

費, 30,000

平成30年度 備後教区一般会計 歳出

教務所費 教区事業費 予備費 回金 奨励費 会議費 宗会議員選挙管理費

　

教
区
会

　

実
践
運
動

る
。
ま
た
推
進
期
間
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
三
年
か
ら
教
区
役
職
者
等
の
任
期

と
整
合
性
を
は
か
る
べ
く
次
期
は
２
年

と
な
り
、
次
々
期
は
４
年
と
な
る
。

　

今
後
、
宗
派
出
向
に
よ
る
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
学
習
会
を
４

月
17
日
（
火
）、
本
願
寺
備
後
教
堂
に

て
開
催
す
る
。

　

教
区
総
会
よ
り

　

３
月
30
日
（
金
）、
本
願
寺
備
後
教

堂
に
て
、
平
成
29
年
度
実
践
運
動
教
区

委
員
会
総
会
並
び
に
事
業
推
進
委
員
会

全
体
会
を
開
催
し
た
。
本
年
度
は
第
２

期
推
進
期
間
（
平
成
27
年
度
～
平
成
29

年
度
）
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
ま
ず
事

業
推
進
３
部
会
（
同
朋
社
会
部
会
・
門

信
徒
部
会
・
広
報
伝
道
部
会
）
の
部
長

よ
り
、
本
年
度
の
事
業
を
振
り
返
り
、

そ
し
て
３
年
間
の
成
果
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
総
括
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
度
よ
り
の
実
践

運
動
に
つ
い
て
教
務
所
長
、
事
務
局
よ

り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
次
期
推
進
期
間

は
教
区
役
職
者
等
の
任
期
と
の
整
合
性

を
図
る
べ
く
２
年
と
な
り
、
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
教

区
や
組
な
ど
、
各
活
動
主
体
が
課
題
を

独
自
に
設
定
し
て
い
た
が
、
次
期
は

『
念
仏
者
の
生
き
方
』
の
お
心
を
い
た

平成 30 年度備後教区一般会計歳計予算
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２
０
１
７
年
12
月
18
日

 　

今
般
、
正
信
念
佛
偈
の
偈
文
に
お

け
る
「
つ
」
の
唱
読
に
つ
い
て
、「
正

信
偈
真
譜
・
行
譜
・
草
譜
」
で
は
「
つ

（
t
ｓ
u
）」、
そ
の
他
の
勤
行
（
葬
場

勤
行
な
ど
）
や
声
明
作
法
（
宗
祖
讃
仰

作
法
音
楽
法
要
、
廣
文
類
作
法
、
奉
讃

大
師
作
法
、
正
信
念
佛
偈
作
法
な
ど
）

で
は
「
つ
（
鼻
音
）」
の
発
音
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
以
上
す
べ
て
を
「
つ

（
t
ｓ
u
）」
と
発
音
し
、
今
後
鼻
音
を

用
い
な
い
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

１
、
変
更
理
由

　

１
９
６
１(

昭
和
36)

年
３
月
に
正

信
念
佛
偈
「
真
譜
・
行
譜
・
草
譜
」
の

唱
読
法
に
限
り
鼻
音
の
依
用
の
廃
止
以

降
も
廣
文
類
作
法
、
奉
讃
大
師
作
法
及

び
葬
場
勤
行
等
で
正
信
念
佛
偈
を
唱
読

す
る
際
は
、
従
来
通
り
鼻
音
を
用
い
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
１(

平
成
23)

年

４
月
よ
り
ご
修
行
の
、
親
鸞
聖
人

７
５
０
回
大
遠
忌
法
要
に
際
し
制
定

（
２
０
０
８(

平
成
20)

年
８
月
）
さ
れ

た
「
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
」
の
正

信
念
佛
偈
に
つ
い
て
は
、
音
楽
法
要
と

い
う
性
質
上
、
鼻
音
を
用
い
ず
唱
読
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
真
譜
・
行
譜
・
草

譜
並
び
に
宗
祖
讃
仰
作
法
音
楽
法
要
は

鼻
音
を
用
い
ず
、
そ
の
他
は
鼻
音
を
用

い
る
と
い
う
現
状
の
唱
読
法
を
統
一
す

る
た
め
、
こ
の
度
全
て
の
正
信
念
佛
偈

の
唱
読
に
関
し
て
、鼻
音
を
用
い
ず「
つ

（
t
ｓ
u
）」
と
発
音
す
る
こ
と
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

２
、
変
更
期
日　
　
　
　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
１
月
１
日
よ
り

上
記
に
つ
い
て
補
足
で
す
。

鼻
音
と
は
？

　

日
本
語
は
古
代
よ
り
開
音
節
語
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
必
ず
最
後
が
母
音
で

終
わ
る
音
節
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
撥
音
「
ン
」
や
促
音
「
ツ
」

は
漢
字
の
影
響
に
よ
っ
て
平
安
時
代
に

入
っ
て
か
ら
新
し
く
生
じ
た
音
節
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
漢
字
の
中
で
「
ｔ
］

で
終
わ
る
入
声
音
は
、
原
型
と
は
多
少

異
な
り
ま
す
が
、
鼻
に
か
な
る
、
呑
む
、

ふ
く
む
、な
ど
と
い
う
独
特
の
鼻
音（
鼻

的
破
裂
音
）
で
発
音
し
て
伝
え
て
き
ま

し
た
。
で
す
か
ら
お
経（
漢
文
）の「
ツ
」

の
文
字
は
鼻
音
で
唱
え
て
き
た
わ
け
で

す
。

鼻
音
の
廃
止
は
「
正
信
念
仏
偈
」
の
み

鼻
音
の
廃
止
は
「
正
信
念
仏
偈
」
の
唱

読
に
限
っ
て
の
変
更
で
あ
り
、
統
一
で

す
。

そ
の
他
の
勤
行
や
声
明
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
鼻
音
を
用
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
？

　

例
え
ば
「
葬
場
勤
行
」
の
場
合
、「
正

信
偈
」
は
鼻
音
な
し
で
す
が
、
回
向
の

「
同
発
菩
提
心
」
の
「
ホ
ツ
」
の
「
ツ
」

は
こ
れ
ま
で
通
り
鼻
音
で
唱
え
ま
す
。

正信念佛偈（正信偈）の鼻的破裂音

　　　（以下「鼻音」）の唱読法変更について

だ
き
宗
門
全
体
の
実
践
目
標
「
貧
困
の

克
服
に
向
け
て
～Dāna for W

orld 
Peace

～　

―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た

め
に
ー
」
を
掲
げ
一
体
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
。
今
後
の
予
定
と

し
て
、
４
月
17
日
（
火
）、
本
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定
の
経
緯
、
今
後
の
推

進
に
向
け
た
宗
派
出
向
に
よ
る
学
習
会

を
、
平
成
30
年
度
実
践
運
動
教
区
委
員

会
総
会
並
び
に
事
業
推
進
委
員
会
全
体

会
に
併
せ
て
開
催
す
る
。

『正信念仏偈』のみ
 鼻音の廃止

「つ」（tsu) と発音

　

勤　

式
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２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度 

僧
侶
研
修
会

　

教
区
内
僧
侶
の
研
鑚
を
深
め
る
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
僧
侶
研
修

会
が
、
２
月
20
日
（
火
）、
御
調
東
組

照
源
寺
（
久
本
晃
道
住
職
）
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
79
名
の
僧
侶
・
寺
族
が
参

加
し
た
。

　

講
師
に
、
本
願
寺
派
勧
学
森
田
真
円

和
上
（
奈
良
教
区
葛
城
中
組
教
善
寺
住

職
）
を
お
迎
え
し
、「
正
信
偈
の
話
ー

中
国
三
祖
に
つ
い
て
ー
」
と
題
し
講
義

を
い
た
だ
い
た
。

　

講
義
で
は
、
正
信
偈
に
示
さ
れ
た
ご

文
に
沿
っ
て
、
中
国
三
祖
で
あ
る
曇
鸞

大
師
（
４
７
６
～
５
４
２
）、
道
綽
禅

師
（
５
６
２
～
６
４
５
）、
善
導
大
師

（
６
１
３
～
６
８
１
）
そ
れ
ぞ
れ
の
発

揮
（
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
明
ら
か
に
す

る
上
で
、
独
自
の
教
義
展
開
）
を
中
心

に
、仏
教
が
中
国
に
受
容
さ
れ
る
以
前
、

以
後
の
展
開
な
ど
、
当
時
の
時
代
背
景

も
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
の
深
い
内
容
で

あ
っ
た
。

　

僧
侶
研
修
会
は
教
区
事
業
検
討
委

員
会
（
実
践
運
動
教
区
委
員
会
常
任

委
員
・
教
区
事
業
推
進
委
員
会
常
任

委
員
）
が
主
体
と
な
り
、
広
報
伝
道

部
会
に
て
、
企
画
・
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
。
参
加
者
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

に
記
入
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
参

加
者
以
外
の
方
も
ご
意
見
が
あ
れ
ば

教
務
所
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
僧
侶
研
修
会
」
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　

集
計
結
果
（
３
月
20
日
）

１
、
研
修
会
開
催
時
期
に
つ
い
て
。

　
　

①
今
の
ま
ま
で
よ
い
…
40
名

　
　

②
そ
の
他
【
６
月
】
…
１
名

２
、
研
修
会
開
催
場
所
に
つ
い
て
。

　
　

①
今
の
ま
ま
で
よ
い
…
39
名　
　

　
　

②
そ
の
他
・
・
・
・　

１
名

【
公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
が
望
ま
し
い
】

　
　

③
無
回
答
・
・
・
・　

１
名

３
、
研
修
会
日
程
に
つ
い
て

　
　

①
今
の
ま
ま
で
よ
い
…
41
名　
　

　
　

②
そ
の
他
・
・
・
・　

０
名

４
．
研
修
会
テ
ー
マ
に
つ
い
て
今
後
学

　
　

び
を
深
め
た
い
内
容
（
教
学
・
環

　
　

境
問
題
・
社
会
問
題
等
）

　
　

・
宗
門
の
戦
時
教
学
に
つ
い
て

　
　

・
今
回
の
よ
う
な
講
義
で
「
仏
説

　
　
　

阿
弥
陀
経
」
も
、
よ
り
わ
か
り

　
　
　

や
す
く
講
義
い
た
だ
き
た
い

　
　

・
天
台
教
学
に
つ
い
て

　
　

・
憲
法
９
条
、
反
戦
、
念
仏
者
と

　
　
　

し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
　

・
和
讃
に
つ
い
て

　
　

・
正
信
偈
に
つ
い
て

　
　

・
七
祖
の
話
。
日
本
の
二
人
の
方

　
　

・（
源
信
和
尚
・
源
空
上
人
）
の

　
　
　

お
話
を
続
け
て
聞
い
て
み
た
い

　
　

・
尊
厳
死
、
安
楽
死
の
問
題
に
つ
い
て

　
　

・
法
事
に
つ
い
て
の
研
修
（
地
域

　
　
　

ご
と
の
違
い
、
作
法
、
法
話
、

　
　
　

工
夫
等
）

５
、
研
修
会
に
出
講
い
た
だ
き
た
い
講
師

　
　

・
森
田
眞
円
師
（
引
き
続
き
）　

　
　

・
釈 

徹
宗
師　
　

　
　

・
吉
崎
哲
真
師　
　

　
　

・
淺
田
恵
真
師

　
　

・
松
尾
宣
昭
師

　
　

・
徳
永
一
道
師

　
　６

．
そ
の
他 

意
見
・
要
望
等

　
　

・
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
有
意
義

　
　
　

な
研
修
だ
っ
た
。（
４
名
）

　
　

・
寺
族
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い

　
　
　

た
だ
き
有
り
難
か
っ
た
。

　
　

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
字
が
細
く

　
　
　

見
え
に
く
か
っ
た
。
太
い
ペ
ン

　
　
　

で
見
え
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
名
）

　
　

　
　
〈
回
答
件
数
：
79
名
参
加
中
41
件
〉
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　▲１９９７（平成９）年に発行された号外

 　

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
勤
修
さ
れ
た
「
蓮

如
上
人
５
０
０
回
遠
忌
法
要
に
向
け
て
、
前
年
の

10
月
１
日
に
「
お
坊
さ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
放
送
局
は
エ
フ
エ
ム
ふ
く
や
ま

（
レ
デ
ィ
オ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、７
７
・
７
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

で
あ
る
。
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
20
年
が
過
ぎ
た
。

リ
ス
ナ
ー
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
る
か
報
告
す

る
。（
文
責
・
教
区
報
編
集
委
員
）

　▲▼商工会議所内にある収録スタジオ

同じ宗派でも、お坊さんによってお経の感
じが違う気がするのですが、お経にも個性
があるんですかね？ちなみに、うちの妻が
お世話になっているお坊さんはまるで歌を
歌っているようにお経をとなえます。これ
がとても聞き心地がいいんですよね

ゆっくりビールを飲みながら
聞いてます。お盆休みまでも
う少しです。栄養をつけて乗
り切りましょう。

お経を聞く機会が最近
増えてきました

Ｑ
仏
壇
を
買
う
の
に

　

宗
派
は
問
う
の
で
す
か
？

Ｑ
身
近
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

　

る
お
寺
さ
ん
が
い
な
い
場
合
、

　

い
ざ
と
い
う
時
は
ど
の
よ
う

　

に
段
ど
り
し
た
ら
い
い
で　

　

し
ょ
う
か
？

Ｑ
仏
事
に
使
う
数
珠
の
意
味
と
、

　

仏
事
に
必
要
な
も
の
を
教
え

　

て
く
だ
さ
い

Ｑ３姉妹の末っ子です。実家の両親は私に
　お墓の世話をしてほしいと言ってます。
　私や主人はこのお墓に入れるんでしょう
　か？父は次男なので子の墓には両親２人
　だけしかはいらないことになるんで
　しょうか？

Ｑ夏は生花ではなく造花でもいいで
　しょうか？

Ｑお墓に草枯らしはしないほうがい
　いでしょうか？

大きな法要（伝灯奉告法要等）がある時は、ＰＲも兼ね
てプレゼント企画を行なっています。
リスナーの方から、感想や仏事相談のＦａｘ・メールが
届きます。仏事に関する相談が多く寄せられます。
一部を紹介いたします。
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備
龍
会
は
（
河
村
祐
昭
会
長
）

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
に
発
足
し

た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
備
後
教
区
に
所

属
す
る
青
年
僧
侶
（
20
歳
～
45
歳
）
の

会
で
す
。
こ
の
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

交
流
を
は
か
り
、
僧
侶
と
し
て
の
自
覚

を
高
め
、
派
内
、
寺
門
内
外
の
問
題
を

研
修
し
、
教
法
の
弘
通
に
資
し
、
相
互

発
展
に
努
め
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
会
員
65
名
が
在
籍
し
て
お

り
、
仏
教
教
養
講
座
、
正
信
偈
の
公
開

連
続
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
親

睦
、
ダ
ー
ナ
活
動
、
災
害
支
援
活
動
、

浄
土
真
宗
青
年
僧
侶
の
協
議
会
へ
の
参

加
、
仏
教
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
検
索
ペ
ー
ジ
で

『
備
龍
会
』
☝
と
検
索
し
て
み
て
下
さ

い
）
の
活
用
等
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

共
に
阿
弥
陀
様
の
お
心
を
仰
ぎ
、
よ

ろ
こ
ぶ
仲
間
と
、
青
年
僧
侶
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
青
年
な
ら
で
は
の
様
々

な
活
動
を
通
し
、
お
念
仏
の
み
教
え
を

よ
り
多
く
の
方
と
共
に
よ
ろ
こ
ぶ
ご
縁

を
模
索
し
な
が
ら
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

投
稿

　 

寄

　

多
方
面
に
活
動
の
範
囲
を
拡
げ
、

新
し
い
企
画
を
実
践
し
て
い
る
青
年

僧
侶
の
会
「
備
龍
会
」
の
活
動
を
寄

稿
し
て
頂
い
た
。                                                                                                    

　

昨
年
12
月
９
日
、
10
日
、
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
第
25
代
専
如
門
主
伝
灯

奉
告
法
要
」
の
協
賛
行
事
「
ご
え
ん
さ
ん
エ
キ
ス
ポ
」
に
備
龍
会
の
活
動
展
示
・

物
販
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
ま
し
た
。
40
周
年
記
念
事
業
「
お

寺
で
フ
ェ
ス
タ
！
」
の
上
映
、
み
の
り
せ
ん
べ

い
の
販
売
、
そ
し
て
仏
具
職
人
の
錺
金
具
師
、

合
場
頼
正
師
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
鏨
と
金
鎚
で
ト
ン
ト
ン
と
点
を
打
っ

て
い
き
模
様
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
最
後
に
金
箔

を
貼
り
出
来
上
が
り
。
体
験
者
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
色
々
な
方
々

と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

ヒ
ン
ト
、
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
。

青
年
僧
侶
だ
か
ら
で
き
る
活
動
を

共
に
よ
ろ
こ
ぶ
ご
縁
を
模
索

Ｑ古い仏壇を処分した　
　いのですが、粗大ごみ
　に捨てるわけにもいか
　ず迷っています。
Ｑ私は大好きなイルカの
　泳いでいる海に散骨希
　望なのですがそのよう
　な場合でもお墓は
　必要でしょうか？

Ｑお位牌の事でお聞きします。１つのお位牌に
　夫婦の戒名を入れる場合に１人目の時には　
　四十九日の時にお位牌を拝んでいただき、　
　魂入れをしていただきましたが、２人目の名
　前を入れる場合に、拝んでいただいて魂を抜
　いて戒名を入れてから魂入れで拝んでいただ
　くようになるのでしょうか？そうすると拝ん
　でいただくタイミングはどうなるので
　しょうか？四十九日に拝んでいただく
　のでいいでしょうか？」
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３
月
８
日
、
備
龍
会
主
催
の
連
続
勉
強
会
〈
や
さ
し
く
学
ぶ
『
正
信
偈
』〉

の
第
１
回
目
が
備
後
教
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
備
後
教
区
内
の
ご
門
徒
さ

ん
を
中
心
に
約
70
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、「
門
信

徒
の
皆
様
と
僧
侶
が
共
に
浄
土
真
宗
の
教
え
を
１
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
こ

と
を
テ
ー
マ
に
龍
谷
大
学
教
授
の
玉
木
興
慈
先
生
を
ご
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
昨
年
度
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
か
ら
親
鸞
聖
人
が
お

示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
『
正
信
偈
』
を
テ
ー
マ
に
ご
講
義
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
第
１
回
で
は
『
正
信
偈
』
の
題
号
の
意
味
を
お
話
し
下
さ
っ
た
後

に
、「
帰
命
無
量
寿
如
来
」
～
「
重
誓
名
声
聞
十
方
」
の
部
分
を
中
心
に
お

話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
法
蔵
菩
薩
様
が
私
を
救
う
た
め
に
願
い
を
起
こ
し

て
下
さ
り
、
私
の
た
め
に
果
て
し
な
く
長
い
時
間
ご
修
行
し
て
下
さ
っ
た

の
だ
と
お
聞
か
せ
に
あ
ず
か
り
誠
に
有
難
く
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
ご
参

加
下
さ
っ
た
方
か
ら
も
、「
適
度
な
ス
ピ
ー
ド
で
お
話
頂
き
、
よ
か
っ
た
で

す
」「
ま
た
聴
講
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
」
な
ど
の
ご
感
想
も
頂
戴
し
、
備

龍
会
と
し
て
も
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
龍
谷
大
学
の
先
生
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
定
期
的
に
『
正
信
偈
』
の
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
ご

縁
は
中
々
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
一

緒
に
『
正
信
偈
』
を
学
び
、
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
！
次
回
は
５
月
17
日
（
木
）
15
時
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
22
日
、
浄
土
真
宗
青
年
僧
侶
連
絡
協
議
会
、

本
山
総
参
拝
に
会
員
が
お
参
り
い
た
し
ま
し
た
。
全

国
か
ら
約
百
名
の
青
年
僧
侶
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。「
こ
と
ば
の
ち
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
設
け

ら
れ
、
我
々
が
普
段
使
う
言
葉
、
僧
侶
と
し
て
布
教

の
現
場
で
使
う
言
葉
な
ど
、「
こ
と
ば
」
を
深
く
考

察
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
内
容
で
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
が
「
何
を
話
す

か
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
誰
が
話
す

か
が
重
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
で
し

た
。
古
く
か
ら
言
霊
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
正
に
そ
の
言
葉
を
発
し
た
者
が
前

提
と
な
っ
て
共
に
伝
わ
る
力
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

僧
侶
と
し
て
の
普
段
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て
く
る
と

再
確
認
し
た
総
参
拝
に
な
り
ま
し
た
。

ＨＰ　「備龍会」で検索。
フェイスブックもフォローしてく
ださい。
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２
月
８
日
、「
備
後
教
区 

後
期
勤
式

研
修
会
」
が
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
度
は
、 

満
田
宣
也
勤

式
指
導
所
講
師
（
僧
侶
養
成
部
・ 

式
務

専
門
職
）
を
お
招
き
し
、「
御
伝
鈔
唱

読
法
・
作
法
等
に
つ
い
て
」
の
講
義
を

い
た
だ
い
た
。

　
「
御
伝
鈔
」
は
、
ご
開
山
親
鸞
聖
人

　

１
月
17
日
に
「
平
成
29
年

度　

矯
正
教
化
連
盟
広
島
管

区
支
部
研
修
会
」
が
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
開
催
さ
れ
、

当
日
は
広
島
管
区
（
安
芸
・

備
後
・
山
口
・
山
陰
）
よ
り

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

14
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

講
師
に
脇
屋
眞
一
矯
正
教
化
連
盟
中

央
委
員
（
常
任
委
員
）
を
お
迎
え
し
、

「
教
誨
50
年
の
中
か
ら
〟
道
を
拓
く
一

言
〝（
教
誨
事
例
あ
れ
こ

れ
）」
を
テ
ー
マ
に
講
義

を
い
た
だ
い
た
。

　

講
義
で
は
、『
教
誨
活

動
の
上
で
、「
気
付
き
を

促
す
こ
と
」
を
大
切
に

し
て
い
る
』
と
述
べ
ら

れ
、
活
動
が
一
方
通
行

に
な
ら
な
い
よ
う
、
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
話
を

い
た
だ
き
、
参
加
者
に

と
っ
て
学
び
を
深
め
る

研
修
会
と
な
っ
た
。

　

２
月
17
日
～
18
日
の
２
日
間
、京
都
・

本
願
寺
に
て
「
第
16
回
ビ
ハ
ー
ラ
活
動

全
国
集
会
・
30
周
年
記
念
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
備
後
教
区
か
ら
は
９
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

初
日
の
基
調
講
演
で
は
、
京
都
大
学

大
学
院
政
策
の
た
め
の
科
学
ユ
ニ
ッ
ト

特
任
教
授　

カ
ー
ル
・
ベ
ッ
カ
ー
師
よ

り
「
仏
教
徒
の
生
き
方
と
逝
き
方
」
と

題
し
て
多
岐
に
渡
っ
て
問
題
提
起
が
な

さ
れ
、
そ
の
後
に
続
い
た
意
見
交
換
会

に
て
参
加
者
が
活
発
に
意
見
を
交
わ
し

た
。

　

二
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
が
設

け
ら
れ
た
分
科
会
が
開
か
れ
、
参
加
者

は
円
座
で
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
分
科

会
は
、
今
回
初
め
て
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に

関
心
を
持
っ
た
方
、
既
に
自
身
の
所
で

の
御
遺
徳
を
讃
仰
す
る
た
め
に
、
そ
の

生
涯
の
行
跡
を
ま
と
め
て
既
述
さ
れ
た

詞
書
で
、
報
恩
講
法
要
の
際
に
各
寺
院

に
て
拝
読
さ
れ
る
。

　

教
区
内
よ
り
集
ま
っ
た
28
名
の
僧
侶

は
、
改
め
て
「
御
伝
鈔
」
に
つ
い
て
の

唱
読
法
と
作
法
に
つ
い
て
研
鑽
す
る
一

日
と
な
っ
た
。

矯
正
教
化

活
動
の
在
り
方
を
学
ぶ

ビ
ハ
ー
ラ

全
国
集
会
が
京
都
に
て
開
催

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
推
進
さ
れ
て
い
る

方
、
医
療
関
係
者
等
、
背
景
の
違
い
・

立
ち
位
置
の
違
い
を
越
え
て
話
し
合
え

る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

勤　
　

式

勤
式
作
法
を
学
ぶ

▲満田宣也講師
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１
月
19
日

（
金
）
本
年
度

最
後
と
な
る
第

18
回
真
宗
講
座

を
本
願
寺
備
後

教
堂
に
て
開
催

し
た
。
本
年
度

の
安
居
の
会
読
論
題
「
是
報
非
化
」
を

テ
ー
マ
に
安
方
哲
爾
師
（
大
阪
教
区
南

郡
組
正
満
寺
住
職
）
よ
り
講
義
を
い
た

だ
い
た
。
参
加
者
一
同
、
お
聖
教
の
お

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
び
を
深

め
た
。

　

来
年
度
の
真
宗
講
座
も
引
き
続
き
安

方
哲
爾
師
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
全
３

回
（
第
19
回
～
第
21
回
）
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

※
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
14
㌻
予
報

　

欄
記
載

広
報
伝
道

「
是
報
非
化
」
を
学
ぶ

　

１
月
24
日
～
25
日
、
２
年
に
１
度
の

研
修
旅
行
を
開
催
し
、
布
教
団
員
20
名

が
参
加
し
た
。
今
回
企
画
を
行
っ
た
の

は
青
年
布
教
使
た
ち
で
あ
り
、
大
幅
に

45
歳
ま
で
の
布
教
使
の
参
加
が
増
え
た

こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
行
程

は
、
名
古
屋
市
内
に
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の

モ
ス
ク
訪
問
、東
西
名
古
屋
別
院
参
拝
、

三
重
に
て
高
田
専
修
寺
参
拝
、
伊
勢
神

宮
の
観
光
等
だ
っ
た
が
、
中
で
も
イ
ス

ラ
ー
ム
の
施
設
で
あ
る
モ
ス
ク
は
参
加

者
の
関
心
を
惹
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宗

教
は
異
な
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰

に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
や
世
界
的
な
信

布 

教 

団

名
古
屋
モ
ス
ク
訪
問

布 

教 

団

お
茶
の
作
法
の
指
導
を
受
け
る

布
教
団
で
は
、
実
践
運
動
・
部
門
別
研

修
会
並
び
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　
　

実
践
運
動
研
修
会
は
青
年
布
教
使

研
修
会
と
の
併
催
で
開
催
さ
れ
、
表
千

家
同
門
会
備
後
支
部
事
務
長
の
高
下
秀

範
教
授
が
茶
道
と
仏
教
の
関
わ
り
に
つ

い
て
の
講
義
の
後
、
お
茶
の
い
た
だ
き

方
に
つ
い
て
実
演
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
部
門
別
研
修
で
は
、

若
原
雄
昭
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

に
よ
り
「
仏
教
者
の
社
会
性
に
向

け
て
」
と
題
し
講
義
が
行
わ
れ
、

布
教
使
と
し
て
の
研
鑽
を
積
ん

だ
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
次
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
が
議
決
さ
れ
た

後
、
団
員
互
選
（
推
薦
委
員
の
協

議
）
に
よ
り
副
団
長
の
選
出
が
行

者
の
広
が
り
を
学
び
、
ま
た
誤
解
を
受

け
や
す
い
テ
ロ
組
織
と
は
全
く
別
物
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
仏
教
と
の
教
え
の

違
い
等
、学
び
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
後
も
研
修
旅
行
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
役
員
会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

わ
れ
た
。
新
た
に
副
団
長
の
次
期
任
期

（
２
年
）
に
就
任
す
る
の
は
左
記
の
通

り
　
　

沼
隈
南
組　

善
正
寺　

那
須
英
信

　
　

沼
隈
南
組　

光
源
寺　

北
山
祐
章

　
　

比 

婆 

組　

西
教
寺　

藤
井
義
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

▲名古屋別院にて　　▼名古屋モスクにて

▲高下秀範表千家教授
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(

６
～
９
月)

(

６
～
９
月)

12
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

３
日　

門
徒
推
進
員
聞
法
の
つ
ど
い

４
日　

広
報
伝
道
部
会
・
専
門
委
員
会

　
　
　

合
同
会
議

６
日　

同
朋
社
会
部
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推

　
　
　

進
委
員
会

13
日　

仏
青
清
掃
活
動
・
会
議

14
日　

教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
常

　
　
　

任
委
員
会

15
日　

教
区
賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

　
　
　

教
区
災
害
対
策
委
員
会

19
日　

門
信
徒
部
会

22
日　

教
区
寺
院
振
興
対
策
委
員
会

　
　
　

組
長
会

25
日　

布
教
団
副
団
長
会
議

１
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

仏
婦
役
員
会

17
日　

広
島
管
区
支
部
矯
正
教
化
連
盟

　
　
　

研
修
会

18
日　

保
育
連
盟
臨
時
全
体
協
議
会

19
日　

第
18
回
真
宗
講
座

22
日　

寺
婦
役
員
会

23
日　

お
つ
と
め
教
室

　
　
　

勤
式
練
習
会

2017

住
職
在
職
30
年
表
彰

中　
　

組　

蓮
通
寺　

三
宅　

法
顯　

沼
隈
西
組　

福
照
坊　

岡
部　

徳
雄　

沼
隈
西
組　

法
蔵
坊　

藤
原　

一
生　

沼
隈
西
組　

善
性
寺　

藤
原　

善
雄　

沼
隈
西
組　

正
圓
寺　

石
川　

泉
昌　

三  

次  

組　

西
善
坊　

世
良　

敬
仁

三  

次  

組　

専
法
寺　

梵　

   

照
英　

住
職
在
職
50
年
表
彰

御
調
東
組　

無
量
寺　

深
水　

昭
善　

90
歳
僧
侶
表
彰

奥　
　

 

組　

増
福
寺　

藤
本
千
代
子 

芦  

田   

組   

西
福
寺　

吉
岡　

武
士

神  

石   

組　

法
泉
寺　

川
上　

順
明

三  

谿   

組　

立
専
寺　

一
條　

秀
雄

三  

谿   

組　

照
善
坊　

茂
田　

昭
二

三  

次   

組　

西
覺
寺　

伊
川　

賢
昭

　

11
月
30
日
、
本
願
寺
備
後
教
堂
報
恩

講
法
要
を
、
教
区
内
外
よ
り
２
座
延
べ

１
４
５
名
の
方
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、

共
々
に
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
偲

び
つ
つ
勤
修
し
た
。
初
座
法
要
で
は
若

手
有
志
に
出
勤
い
た
だ
き
奉
讃
大
師
作

法
を
、
満
座
法
要
で
は
深
津
組
、
世
羅

組
よ
り
各
３
名
出
勤
い
た
だ
き
廣
文
類

作
法
を
お
勤
め
し
た
。
こ
の
度
は
、
内

田
正
祥
本
願
寺
派
布
教
使
（
東
海
教
区

三
重
組
正
覚
寺
住
職
）
よ
り
講
題
「
願

わ
く
ば
此
の
功
徳
を
以
っ
て
・
・
・
」

に
て
お
取
次
ぎ
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ほ

か
、
僧
侶
褒
賞
授
与
式
、
昼
休
憩
に
は

ボ
ー
モ
リ
ー
ズ
の
コ
ー
ラ
ス
を
行
っ

た
。（
※
僧
侶
褒
賞
受
賞
者
は
次
の
通

り
）

備
後
教
堂

報
恩
講
法
要

▲僧侶褒章授与式

▲内田正祥講師▲満堂のなかでの勤行

▲ボーモリーズによるコーラス
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教
堂
責
役
総
代
会

24
日　

同
朋
社
会
部
会

24
日　

布
教
団
研
修
旅
行
（
～
25
日
）

25
日　

門
徒
推
進
員
世
話
人
会

26
日　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推

　
　
　

進
委
員
会

27
日　

若
婦
人
役
員
会

29
日　

布
教
団
役
員
会

31
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

２
月
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

６
日　

お
つ
と
め
教
室

　
　
　

勤
式
練
習
会

７
日　

同
朋
三
者
懇
話
会

８
日　

後
期
勤
式
研
修
会

９
日　

広
報
伝
道
部
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

３
月 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

２
日　

  「
自
死
」
を
考
え
る
研
修
会

４
日　

ほ
ほ
え
み
講
座

５
日　

お
つ
と
め
教
室　

勤
式
練
習
会

７
日　

第
４
連
区
教
化
連
絡
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
８
日
）

９
日　

 

組
長
会

10
日　

第
４
連
区
寺
院
仏
壮
結
成
の
た

　
　
　

め
の
研
修
会
・
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
州　

～
11
日
）

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

布
教
団
連
合
常
任
委
員
会
・
総

　
　
　

会（
本
願
寺
）

13
日　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
講
社
講
員
研

Ｎｅｗｓ
　   ＆
活動情報

　

３
年
任
期
が
最
終
年
を
迎
え
る
教
区

仏
婦
連
盟
常
任
委
員
会
で
は
、
２
月
13

日
～
14
日
、
役
員
研
修
会
を
開
催
し
、

研
修
と
親
睦
の
た
め
四
国
の
地
を
訪
れ

た
。
初
日
は
、
徳
島
の
阿
波
十
郎
兵
衛

屋
敷
で
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
を
拝
見
し
た

後
、
阿
波
踊
り
会
館
に
て
阿
波
踊
り
を

体
験
し
、鳴
門
大
橋
近
く
に
宿
泊
し
た
。

　

翌
日
午
前
中
に
は
、
高
松
市
仏
生
山

町
に
あ
る
法
然
寺
を
訪
れ
た
。
こ
の
寺

院
は
、
法
然
上
人
が
ご
流
罪
に
な
ら
れ

た
際
に
居
住
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
生
福

寺
を
移
転
復
興
し
た
寺
院
で
あ
り
、
法

然
上
人
自
作
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
如
来

像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
讃
岐

の
寝
釈
迦
と
い
わ
れ
る
釈
迦
涅
槃
像

や
、
宗
派
を
問
わ
ず
各
地
よ
り
預
か
る

お
骨
で
造
像
さ
れ
た
阿
弥
陀
三
尊
等

を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き

た
。
午
後
か

ら
は
本
願
寺

塩
屋
別
院
へ

参
拝
し
、
沿

革
を
学
ん
だ

後
、
帰
路
に

つ
い
た
。

　

２
月
16
日
（
金
）、
本
願
寺

備
後
教
堂
に
て
連
研
履
修
者

の
つ
ど
い
を
開
催
し
た
。「
み

ん
な
行
こ
う
中
央
教
修
‐
願

い
と
よ
ろ
こ
び
‐
」
を
テ
ー

マ
に
、

昨
年
中
央
教
修
を
修
了
さ
れ
、

門
徒
推
進
員
に
な
ら
れ
た
２

名
に
体
験
発
表
を
い
た
だ
い

た
後
、
季
平
博
昭
連
研
中
央

　

２
月
26
日
（
月
）
本
願

寺
備
後
教
堂
に
て
、
午
前

は
サ
ポ
ー
タ
ー
協
議
会
、

午
後
よ
り
公
開
講
座
を
開

催
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
協

議
会
で
は
、
本
年
度
各
組

に
お
け
る
ご
縁
づ
く
り
推

進
状
況
を
報
告
い
た
だ
き
、

そ
の
後
教
区
に
お
け
る
事

業
展
開
に
つ
い
て
、
各
種

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

仏　
　

婦

徳
島
・
香
川
を
訪
ね
て

連　
　

研

人
と
人
の
出
会
い
を
喜
ぶ

ご
縁
づ
く
り

講
師
よ
り
問
題
提
起
を
い
た
だ
い
た
。

お
昼
か
ら
は
３
班
に
分
か
れ
て
の
話
し

合
い
法
座
を
行
い
、
最
後
に
講
師
よ
り

ま
と
め
の
講
義
を
い

た
だ
い
た
。
中
央
教

修
の
願
い
、
そ
し
て

中
央
教
修
受
講
を
通

し
て
生
ま
れ
る
人
と

人
と
の
出
会
い
よ
ろ

こ
び
に
つ
い
て
改
め

て
気
づ
か
せ
て
い
た

だ
く
意
義
あ
る
つ
ど

い
と
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
の
公
開
講
座
は
、
講
師
に

地
域
集
客
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
麥
田

稔
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ご
縁

づ
く
り
を
始
め
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
チ
ラ
シ
や
ブ
ロ
グ
で
の

個
人
事
業
主
の
集
客
を
お
手

伝
い
さ
れ
て
い
る
先
生
よ
り
、

誰
に
何
を
ど
う
や
っ
て
発
信

し
て
い
く
の
か
、
発
信
し
て

い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
の
紹
介

等
い
た
だ
い
た
。

Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ご
縁
づ
く
り
を
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修
会（
庄
原　

～
１
４
日
）

16
日　

定
期
教
区
会

17
日　

仏
壮
理
事
会

20
日　

教
堂
責
役
総
代
会

23
日　

ハ
ン
セ
ン
病
現
地
学
習
会（
長

　
　
　

島
愛
生
園
）

25
日　

お
寺
の
子
ど
も
の
集
い

27
日　

得
度
習
礼
講
習
会（
～
２
８
日
）

30
日　

教
区
実
践
運
動
総
会

31
日　

同
朋
三
者
懇
話
会

　

三
月
二
日
、
本
願
寺
備
後
教
堂
に
て

自
死
を
考
え
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

講
師
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
瀬
川
正
仁
さ

ん
を
お
迎
え
し
、『
自
死
か
ら
私
た
ち

の
社
会
を
見
つ
め
る
』
を
テ
ー
マ
に
講

義
を
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
、
様
々
な

立
場
の
方
が
参
加
さ
れ
、
自
死
の
諸
問

題
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
。

　

３
月
13
日
～
14
日
、
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
度 

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
講

社
講
員
研
修
会
を
「
か
ん
ぽ
の
郷　

庄

原
」
を
会
場
に
、
備
後
教
区
引
受
に
て

開
催
し
た
。

　

講
師
の
、
藤
井
義
英
門
信
徒
部
会
部

　

３
月
23
日
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を

学
ぶ
た
め
、
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園

に
て
現
地
学
習
会
を
開
催
し
９
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。
現
地
で
は
、
午
前
中
に

真
宗
同
朋
会
の
鈴
木
幹
雄
さ
ん
よ
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
が

回
復
者
の
方
々
・
家
族
関
係
者
を
長
く

苦
し
め
続
け
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
病

気
を
取
り
巻
く
歴
史
・
状
況
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
午
後
よ
り
長
島
の
島
内
に
あ

る
歴
史
資
料
館
を
始
め
と
す
る
諸
施
設

を
巡
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
の
実

情
を
学
ぶ
一
日
と
な
っ
た
。

　

寺
族
婦
人
会
連
盟
（
那
須
玲
子
委
員

長
）
は
「
お
寺
の
子
ど
も
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
、
子
ど
も
17
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
役
員
の
発
案
に
よ
り
松
永
手

品
サ
ー
ク
ル
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
に
よ
る

手
品
シ
ョ
ー
と
手
品
体
験
を
行
い
、
初

め
て
目
の
前
で
見
る
手
品
に
参
加
者
一

同
朋
社
会
部

自
死
を
考
え
る
研
修
会

講　
　

社

　
講
社
講
員
研
修
会

長
（
比
婆
組
西
教
寺
住
職
）
よ
り
、
研

修
会
テ
ー
マ
「
和
顔
愛
語
」
に
沿
っ
て

一
日
目
・
二
日
目
と
お
取
次
ぎ
い
た
だ

き
、
43
名
の
参
加
者
が
お
聴
聞
の
ご
縁

を
い
た
だ
い
た
。

　

一
日
目
の
夕
方
、
懇
親
の
場
で
は
引

受
の
備
後
教
区
講
長
代
表 

最
勝
講 

一

條
康
洋
講
長
の
弾
き
語
り
や
、
最
勝
講

講
員
の
方
々
の
余
興
で
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

二
日
目
は
、
本
願
寺
内
局
の
中
尾
史

峰
執
行
よ
り
講
社
の
歴
史
と
「
講
」
の

現
状
に
つ
い
て
提
起
が
あ
り
、
改
め
て

「
講
」
の
営
み
に
つ
い
て
考
え
る
研
修

会
と
な
っ
た
。

同
朋
社
会
部

ハ
ン
セ
ン
病
現
地
学
習
会

寺　
　

婦

お
寺
の
子
ど
も
の
つ
ど
い

▲法話を聞く子ども達（お寺の子どものつどい）

▲講社講員研修会より

▲講義をされる瀬川正仁さん
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教
務
所
に
あ
り
ま
す
教
材
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

備
後
教
区
教
務
所
貸
出
教
材
紹
介

◆
貸
出
Ｄ
Ｖ
Ｄ
◆

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要　

第
二
十
六
～
三
十
五
回

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
式
典
記
録
映
像

　

鹿
児
島
教
区
記
録
映
像

　

第
十
四
回 

世
界
仏
教
婦
人
会
大
会

　

第
二
十
回 

全
国
仏
教
壮
年
会
大
会

　

全
国
門
徒
総
代
会
お
待
ち
受
け
大
会

　

法
要
に
向
け
て
【
中
央
法
要
事
務
所
作
成
】

第
二
十
五
代
専
如
門
主 

法
統
継
承
の
あ
ゆ
み

 

御
影
堂
平
成
大
修
復

 

東
日
本
大
震
災　

宮
城
沿
岸
部
の
記
録

 

親
鸞
聖
人
物
語

 

浄
土
法
事
讃
作
法
・
無
量
寿
経
作
法

 
し
ん
ら
ん
音
頭　

振
付
つ
き

 
念
仏
物
語 

親
鸞
さ
ま

 
マ
リ
ン
パ
ー
ク
多
古
島
海
辺
の
集
い

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
世
界
の
念
仏
者
た
ち
」

 

朗
読
劇
い
の
ち
の
い
ろ
え
ん
ぴ
つ

◆
貸
出
本
◆

 

阿
闍
世
は
な
ぜ
父
を
殺
し
た
の
か 

同
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
手
品
の
後

は
藤
間
幹
夫
少
年
連
盟
副
委
員
長
（
深

津
組
光
明
寺
住
職
）
に
よ
る
ご
法
話
を

聴
聞
し
、
最
後
に
茶
話
会
を
行
い
、
つ

ど
い
を
終
え
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
平
成
26
年
度
よ
り

寺
婦
連
盟
（
那
須
玲
子
委
員
長
）
が
担

当
し
て
今
回
が
４
年
目
と
な
っ
た
。
役

員
を
は
じ
め
会
員
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
毎
回
多
く
の
お
寺
の
子
ど
も
た
ち

が
集
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
同
士

の
ふ
れ
あ
い
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
親

睦
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
今
後

に
も
期
待
が
膨
ら
む
。

　

備
後
教
区
子
ど
も
・

若
者
ご
縁
づ
く
り
推

進
委
員
会
で
は
、「
こ

ど
も
ほ
う
わ
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
最
新
号
を
作
成
し
た
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
は
、
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
な
が
ら
、
お
と
な
も
一
緒
に
仏
さ
ま
の
願

い
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
る
よ
う
に
と
企
画
さ
れ
た
。

　

よ
み
き
か
せ
の
内
容
は
、「
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
法
蔵
菩
薩
」
と
題
し

て
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
縁
づ
く
り
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
教
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

「
今
生
た
だ
今
」
の
と
こ
ろ
を

棚
上
げ
に
し
て
お
い
て

死
ん
だ
先
の
こ
と
を
た
ず
ね
て
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
楽
峻
麿

人
間
に
と
っ
て

一
番
不
幸
な
こ
と
は

自
分
が
生
涯
を
か
け
て

本
当
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が

何
で
あ
る
か
を
し
ら
な
い
こ
と
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梯　

實
圓

▲お寺の子どものつどい
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今
後
の
予
定

４月
３日　第４連区少年連盟連絡協議会（四州）
　　　～４日迄
４日　仏婦新旧合同役員会
８日　仏壮総会・研修会
９日　第４連区仏婦連盟連絡協議会（四州）
　　　～ 10日迄
11日　教堂常例法座
12日　仏婦総連盟総会・恵信尼公法要参
　　　拝（本願寺）～ 13日迄
17日　実践運動総会・全体会
　　　重点プロジェクト推進のための学習会
19日　仏婦総会・研修会
20日　門推役員会
23日　少年連盟役員会
　　　子ども・若者ご縁づくり推進委員会

24日　保育連盟総会全体協議会
　　　布教団副団長会議
25日　おつとめ教室・勤式練習会
27日　寺婦若婦人研修会
            （芦田組　明浄寺）
５月
８日　布教団役員会
９日　ビハーラ役員会
11日　教堂常例法座
11日　中・四国ブロック保育連盟連絡
            協議会（山陰）～１２日迄
22日　おつとめ教室・勤式練習会
24日　中・四国寺族青年野球大会（山
　　　口）～２５日迄
31日　寺婦新旧合同役員会　

教 

区 

行 

事 

　

～ 

皆 

様 

の 

参 
加 
を 

お 

待 

ち 

し 

て 

お 

り 

ま 

す 

～

第 19 回 真宗講座　９月５日（水）  「往還分斉」

第 20 回 真宗講座　10 月７日（火）　「准知隠顕」

第 21 回 真宗講座　３月７日（木）　「一心五念」

講師　安方哲爾　先生
会場　本願寺備後教堂

各法人からの県庁への書類提出期限は
                                             7 月 31 日 です。

　広島県の寺院     （電話 082-228-2111）
 　〒 730-0011　広島市中区基町 10-52　
  　　　広島県庁内　環境県民局　学事課

　岡山県の寺院     （電話 086-224-2111）
　 〒 700-8570　岡山市北区内山下 2-4-6
         　岡山県庁内　総務部　総務学事課

未提出の場合、10 万円以下の過料処罰金が
発生します。お忘れなきようご留意下さい。
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沼
隈
西
組　

光
讃
寺

　
　
　

賞
雅
典
明
（
釋
典
明
）

　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
11
月
10
日
付
）

三  

次  

組　

光
西
寺

　
　
　

長
田
晃
声
（
釋
晃
聲
）

　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
11
月
10
日
付
）

　

自
坊
で
、
月
１
回
開
い
て
い
る
カ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
「
は
じ
め
て
の
『
歎

異
抄
』
講
座
」
が
終
了
し
た
。
当
初
は
、

２
年
余
り
で
終
え
る
つ
も
り
が
、
足
掛

け
５
年
半
に
及
ん
だ
。
そ
れ
以
前
は
、

『
正
信
念
仏
偈
』
…
こ
ち
ら
も
４
年
程

だ
っ
た
の
で
、
合
わ
せ
る
と
10
年
近
く

に
な
る
。
特
に
『
歎
異
抄
』
は
、
師
事

す
る
藤
田
徹
文
先
生
の
講
義
を
受
け

て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
い
と
思
っ
た

の
だ
が
、
直
ぐ
に
「
こ
れ
は
大
変
な
こ

  [

敬
称
略]

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

奥　
　

組　

永
寶
寺　

住　

職

　
　
　
　

前
田
徳
昭　
（
１
月
５
日
寂
）

比  

婆  

組　

西
明
寺　

衆　

徒

　
　
　
　

黒
岩
晃
誠　
（
２
月
４
日
寂
）

沼
隈
西
組　

東
蔵
坊　

住　

職

　
　
　
　

俵　

深
海　
（
２
月
14
日
寂
）

三  

次  

組　

西
光
寺　

前
住
職

　
　
　
　

長
田
賢
勝　
（
３
月
22
日
寂
）

沼
隈
西
組　

浄
泉
坊　

前
坊
守

　
　
　

佐
々
木
澄
江　
（
３
月
28
日
寂
）

敬　

弔

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

  [

敬
称
略]

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
講
者
（
敬
称
略
）

４
月　

沼
隈
南
組　

西
光
寺

　
　
　
　
　
　

箱
田　

義
信

　
　
「
阿
弥
陀
如
来
の
す
く
い
」

５
月　

鴨
川
北
組　

照
専
寺

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

至
成

　
　
「 

真
実
信
心
う
る
人
は
…
（
大
経
讃
） 

」

６
月　

奥　

組　
　

浄
福
寺

　
　
　
　
　
　

山
下　

瑞
円

　
　
「
凛
と
し
て
浄
土
真
宗
」

本
願
寺
備
後
教
堂
（
毎
月
11
日)

『
教
区
報
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
の
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

教
区
報
専
門

委
員
会
ま
で
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
　

℡ (

０
８
４)

９
２
４-

５
７
５
９

  　
　

fax (

０
８
４)

９
３
１-

９
３
２
３

FM77.7MHz

放送時間  
月曜…午後６:10 頃
木曜…午後６:10 頃

と
を
始
め
て
し
ま
っ
た
。」
と
、
後
悔

し
た
▲
そ
れ
で
も
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
直
前
、
梯
実

円
先
生
の
講
義
を
お
聴
聞
さ
せ
て
頂
く

為
、
京
都
佛
光
寺
ま
で
出
掛
け
て
行
っ

た
。
長
年
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
背
を
向
け

て
生
き
て
来
た
自
分
に
と
っ
て
は
、
思

い
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
10
年
近

く
経
つ
と
、
流
石
に
カ
フ
ェ
の
顔
触
れ

も
変
わ
り
、
人
数
も
少
な
く
な
っ
た
よ

う
だ
。
そ
れ
は
、
途
中
挫
折
さ
れ
た
と

い
う
よ
り
は
、ご
病
気
に
な
ら
れ
た
り
、

中
に
は
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
実
際
で
あ
る
。
今

で
も
お
宅
に
お
参
り
に
伺
う
と
、
カ

フ
ェ
の
事
を
懐
か
し
ん
で
く
だ
さ
る
▲

自
身
の
学
び
も
兼
ね
て
と
思
い
、
始
め

た
試
み
だ
っ
た
が
、
一
番
得
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
、
共
に
教
え
を
頂
き
歓
び

合
う
仲
間
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｍ
）

メールアドレス

h2012@bingo.gr.jp
ホームページアドレス

http:/bingo.gr.jp/
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●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

 〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2

‐
4

‐
5　

　
●

発
行

人
　

教
務

所
長

　
菅

原
　

順
昭

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会

ほほえみ講座

　

３
月
４
日
（
日
）、
若
婦
人
専
門
委

員
会
の
主
催
す
る
「
ほ
ほ
え
み
講
座
」

が
開
催
さ
れ
、
31
名
が
参
加
し
研
修
を

受
講
し
た
。
今
回
は
原
則
50
歳
ま
で

の
若
婦
人
を
募
集
し
、
子
ど
も
の
託
児

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
子
育
て
中
の
方
に

も
参
加
を
促
し
た
。
午
前
中
は
田
井
智

彦
布
教
団
員（
備
中
里
組
蓮
乗
寺
住
職
）

に
ご
法
話
を
い
た
だ
き
、
午
後
か
ら
は

線
香
作
り
体
験
を
行
っ
た
。
線
香
作
り

で
は
子
ど
も
も
一
緒
に
作
業
を
行
い
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
が
お
彼
岸
に
お
供
え
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
線
香
を
手
作
り
し
た
。
仏
教

婦
人
会
行
事
に
初
め
て
参
加
し
た
方
か

ら
は
「
法
話
で
聞
い
た
こ
と
を
日
常
に

生
か
し
た
い
」
や
「
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
参
加
し
た
い
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

と
の
声
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。
委
員
会
で
は
、
今
後
も
気
軽

に
参
加
の
で
き
る
研
修
を
企
画
し
、
若

い
世
代
の
方
々
へ
ご
縁
を
ひ
ろ
げ
て
い

く
。


